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訓練実施施設

訓練コース番号 5- コース名 （ ） （ ○ ） コース
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訓練対象者の条件

訓練目標

訓練期間

訓練時間

定員 24名

自己負担額(税込み）

7/1（土） 10:00 7/5（水） 10:00

7/7（金） 13:30 7/10（月）13:30

（受講申込者が募集定員の半数に満たない場合は、訓練の実施を中止することがあります）

教科書代 6,600円　　法定講習に係る補講費用１時間あたり 5,000円

第３回目 第４回目

第１回目 第２回目

障害の理解

介護におけるコミュニケーション技術 介護におけるコミュニケーション、介護におけるチームコミュニケーション

老化の理解 老化に伴うこことろからだの変化と日常、高齢者と健康

認知症の理解
認知症を取り巻く状況、医学的側面から見た認知症の基礎と健康管理、認知症に伴

うこことろからだの変化と日常生活、家族への支援

6

特になし

在宅及び施設の介護において必要な基礎知識や基本技能・技術を習得することで、訪問介護員・施設介護職員としての就業を目指す。

土日祝の訓練

実施の有無
無2023年8月17日～2023年11月16日

そ

の

他

介護記録の上手な書き方

募集期間

05-13-002-05-0280

2023年6月29日～2023年7月13日

施設見学会

日程（要事前予約）

介護における尊厳の保持・自立支援 人権と尊厳を支える介護、自立に向けた介護

介護の基本

介護・福祉サービスの理解と医療との

連携
介護保険制度、障害福祉制度及びその他制度、医療との連携とリハビリテーション

介護の基本的な考え方、介護に関するこころのしくみの基礎的知識、介護に関する

からだのしくみの基礎的理解

こころとからだのしくみと生活支援技術

（生活支援技術の講義・演習）１

生活支援技術（整容、移動・移乗、食事、入浴・清潔保持、排泄、睡眠）、終末期

介護に関する知識

9:15～16:50

【職業人講話】「介護業界の動向、採用状況、求められる人材事例」（講話者未定）

介護報酬の流れ・費用の流れと基礎的知識

記録の目的、意義、書き方

認知症最新情報 認知症の原因と治療の最新情報

早稲田速記医療福祉専門学校
基礎 実践

振り返りと就業への備えと研修修了後における継続的な研修

介護報酬の基礎知識

介護レクリエーション

介護現場における高齢者向けレクリエーションの基礎演習

利用者主体の自立支援に向けた入浴、移動、整容、排泄

8月17日開講　ハロートレーニング（求職者支援訓練）

職務の理解 多様なサービスの理解、介護職の仕事内容や働く現場の理解

介護職の役割、専門性と多職種との連携、介護職の職業倫理、介護における安全の

確保とリスクマネジメント、介護職の安全、安全衛生

訓練内容

科目 科目の内容

福祉住環境整備の基本 安全な暮らしと住環境の整備

障害の基礎的理解、障害の医学的側面、生活障害、心理・行動の特徴、かかわり支

援等の基礎的知識

こころとからだのしくみと生活支援技術

（基本知識の学習）

パソコンも学べる介護職員初任者養成科

振り返り

介護レクリエーション演習

自立支援

        上記開催日以外も随時開催しております。（お問い合わせの上、お越しください。）

        ※お問い合わせ先（電話03-3208-8461）

外国人と一緒に働く 日本で学び、介護現場で就業する外国人の意義・目的

感情労働　ストレスをためない働き方 ストレスをためない介護現場での仕事の仕方

介護ＢＣＰのポイント 介護BCPの基礎的理解

就職支援 応募書類の書き方、面接対策

修了評価 介護職員初任者研修修了試験

情報表現とコンピュータの仕組み、コンピュータの仕組み（五大装置）、インターフェー

ス、ファイルの種類、インターネットとネットワーク
コンピュータ基礎知識

生活支援技術（整容、移動・移乗、食事、入浴・清潔保持、排泄、睡眠）、終末期

に関する演習

フレイルと地域ネットワーク
介護予防と高齢者の生きがいややりがいの意義・目的、地域ケアシステムと地域で

取り組んでいる事業

学

科

こころとからだのしくみと生活支援技術

（生活支援技術の講義・演習）２

介護現場における高齢者向けレクリエーションの基礎

在宅と施設の感染症予防・対策 感染症を理解し、予防・対策の基礎

介護・医療　多職種との連携
利用者中心の支援を根本に介護・医療等、多職種との連携を踏まえたチームアプ

ローチの実践

社会保障制度のしくみと介護・医療に

かかる費用
各種社会保障制度を理解

実

技

こころとからだのしくみと生活支援技術

（生活支援技術演習）
介護過程の基礎的理解、総合生活支援技術演習

アプリケーション操作演習

Windows基本操作、Wordの基本操作（レイアウト・タブ））、画像の取り込み・SmartArt、表の挿

入・図表・印刷、文書作成練習、Excelの基本操作、簡単な関数・書式のコピー・値コピー等、相対参照

と絶対参照、グラフの作成、関数（COUNT,COUNTIF,FIND,IF）、データベース機能（並べかえ・フィ

ルタ）・シート操作等、表作成練習
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選考日

選考予約先（電話番号）

時　間

持ち物

選考結果発送日

選考方法

選考会場の住所

最寄駅

訓練実施施設名

〒171-8543

ＴＥＬ番号

（問い合わせ先）

ＦＡＸ番号

メールアドレス

お問い合わせ担当者

最寄駅

ＰＲポイント（目指す仕事内容、就職先実績、訓練内容の工夫等）

最

寄

駅

か

ら

選

考

場

所

ま

で

の

地

図

03-3208-8461

2023年8月3日

面接

〒171-8543

東京都豊島区高田三丁目11番17号

各線　高田馬場駅

※受験料については、変更されることがあります。

★目指す仕事内容
　本コースの学科知識を活かして、在宅介護及び施設介護で介護職員として勤務を目指します。また、学科や実技の経験を活かして、正社員の勤務形態での就業を目

指します。今後、高齢者が増えると予想されており、介護を担う人材が2025年度で243万人を予想されているが、50万人以上足りていないと言われ、需要が高まっ

ています。また、施設での介護職員は、無資格者も就業は可能ですが、有資格者が有利であり、給与（賃金）水準が高い傾向があります。介護保険制度の法改正によ

り、処遇の整備もされていき、働きやすさ、やりがいを持って就労ができると考えられます。本コースを受講していただき、就職することをお薦めします。

★就職先実績
　全国的に需要が高まっている介護人材として、訪問介護や施設での介護職を目指すことができます。本校の介護福祉科（2年制）においては、過去３年間で以下の

施設での就職実績があり、これらの内定実績を生かし、介護職員として求められる人材の育成・指導も行っていきます。

　特別養護老人ホームあそか園1名、特別養護老人ホーム今井苑1名、特別養護老人ホームウェルガーデン伊興園1名、

　特別養護老人ホームウエルガーデン西が丘園2名、特別養護老人ホーム好日苑1名、特別養護老人ホームさくら苑1名、

　特別養護老人ホーム第二川口シニアセンター1名、特別養護老人ホームなぎさ和楽苑1名、特別養護老人ホームみぎわホーム1名、

　特別養護老人ホームみどりの丘1名、特別養護老人ホームもみの樹園1、介護老人保健施設シーダ・ウォーク1名、介護老人保健施設はくちょう1名、

　介護老人保健施設ゆりの木3名、練馬区社会福祉事業団3名、目黒区社会福祉事業団2名、共創未来メディカルケア株式会社1名、

　山王リハビリクリニック1名、株式会社チャーム・ケア・コーポレーション1名、ミアヘルサ株式会社1名、介護付有料老人ホーム　ラヴィーレふじみ野1名

★訓練内容の工夫
　本コース300時間のうち、介護職員初任者研修130時間と独自に170時間の就業に役立つカリキュラムを用意しました。介護職員初任者研修では介護に関する知

識、技術・技能を習得します。介護職員としての経験をもった講師により、活きた事例に基づき講義・演習を行うことで、介護の場面を想像することができ、知識・

技術を習得できます。170時間の独自カリキュラムでは、介護職員初任者研修にプラスアルファの内容となっています。利用者の自立支援のための住環境や福祉用具

の活用方法、感染症予防・対策方法、生活に役立つ社会保障や介護関する費用、施設で活用できる介護レクリエーションの目的を知り、企画立案ができるように各種

カリキュラムを用意しました。また、近年情報共有にパソコンは必須となっています。パソコンの基礎知識及び応用、演習に取り組みます。

★介護初任者研修の修了要件
　介護職員初任者研修を修了するためには、130時間のカリキュラムを受講し、筆記試験を受けて合格点を取ることが必要です。

　欠席した場合は法定講習に係る補講費用（１時間あたり5,000円）が別途必要です。

★設備の特長
　　Wi-Fi、専用ロッカー、自習室を無料で利用できます。

★感染症対策
　◎朝の検温・体調管理、登校時のマスク着用のご協力のお願い

　◎玄関と各階の廊下にアルコール消毒液を設置

　◎トイレ内にペーパータオルを設置

　◎教室の扉や窓を開けて換気の実施

　◎保健室を利用する際は、保健室前で検温を行い、発熱や症状が無いことを確認してから入室

　※介護職員初任者研修資格の取得については、法律に定められた必須科目の受講が必要です。その科目を欠席し、受講時間が不足した場合、資格取得ができなくなります。

　※介護職員初任者研修の指定を受けられなかった場合、訓練を中止することがあります。

　※訓練期間中、身分証明書（運転免許証や健康保険証など）の提示による本人確認を実施します。

修了後に取得できる資格

※募集期間終了間際になりますとハローワークの受付窓口が大変混雑いたしますので、

   お早めの受講申込み手続きをお勧めいたします。

訓練実施施設

の住所

03-3209-6454

gakumu@wasedasokki.jp

前野

各線　高田馬場駅

03-3208-8461

東京都豊島区高田三丁目11番17号
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同上

早稲田速記医療福祉専門学校

上記に必ず予約の電話をしてください。選考時間は予約時にお知らせします。

筆記用具

地図添付

2023年7月28日

介護職員初任者研修修了（令和5年4月24日時点指定申請中）

ラウンジ

訓練使用教室


